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士公至-5:寺ち、市民と協働して歩む
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OD 志清会は、あきる野市議会で志を同じくする 11名の議員による政策グループです。 ※上段：氏名、年齢
中段：住所、当選回数／下段 ：担当

...... 11,. 
ほりえたけし むらのえいいち よしざわゆたか こごもりとしひと あまのまさあき なかじまひろゆき くぼしませいいち ひはらしょうご なかむらかずひろ うすいけん うらのはるみつ

堀江武史(44) 村野栄一(54) 吉澤雄孝(63) 子籠敏人(48) 天野正昭(65) 中嶋博幸(55) 窪島成ー(67) 日原省吾(56) 中村一広(53) 臼井建(52) 浦野治光(66)

9渕上 曹5回 9二宮東 曹3回 9伊奈 91回 9菅生 94回 9小和田 曹3回 9留原 93回 9平沢 92回 9野辺 92回 9秋川 曹2回 9秋留 92回 9草花 91回-一口 一
明けましておめでとうこざいます。

市民の皆様におかれましては、明る＜希望に満ちた新春を

お迎えのこととお慶び申し上げます。
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私たちは、主に市内の都市基盤上の課題について3ヵ月ごとに

田村利光都議会議員と現地を視察し、都へ改善の要請などを

行っています。

今年度は8月に市内2ヵ所の視察を行いましたが、今回は都議と

田村利光都議
東京都議会自由民主党
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あきる野市議会自由民主党

東秋留橋から小川までの遊歩道の復旧はいつ頃の予定か。

〇 台風後の志清会との視察の後、地域からの要望も重なり

都と調整を行ってきたが、令和4年度設計・令和5年度整備着工の

予定で進めている。

森林珊境譲与税の利用先として、23区は東京の森林のある地域

へ支援してほしい。また、広葉樹は支援がないので、荒れて

いる広葉樹の森を何とかしてもらいたい。

€□9 23区の担当課長などに西多摩を理解してもらうため、視察
に来てもらった。今後は檜原地域も視察してもらう計画である。

また、今後、広葉樹の森の整備に理解を求めていく。
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会派でじっくり市内の課題などについて意見交換し、都による

支援の要請を行いました。今後も、田村都議と連携し、市民の

生活環境の向上に努めてまいります。

以下、主なやりとりを抜粋してご紹介します。

障がい者に対するICT珊境の整備についての検討状況は。

€匠9 障がい者のICTとして、体に合ったものを提供することが
大切。軽度の場合では社会進出の手助けができると考えており、

現在、支援員を配置できるようになるまで進んでいる。

※障がいのある人でも簡単に利用操作できるICT機器。

地域公共交通（デマンド交通など）について、昨年、都担当者と

志清会・田村都議で意見交換会をしたが、その後の状況は。

€四9市境を超えた広域移動が大きな課題。自治体間の負担割合
を検討する上で、利用者移動情報の蓄積・分析などが必要。市民が

使いやすい地域公共交通の構築に取り組んでいきたい。

編集•発行：あきる野市議会「自由民主党志清会」



志清会のCE)こ 皆様からお寄せいただいた、::》を実現していきます

学校トイレの悪臭対策実施ヘ

堀江武史がこ‘紹介いたします。

私たちは、市PTA連合会から「トイレ

の悪臭を何とかしてほしい」という要望

を聞いて、3年前の2019年1月に、 会派全員

で分担して全部の市内小中学校を調査 し

改善の検討を進めてきました。

今議会で補正予算により、一部の小中学校

で試験的に抗ウイルス液剤（ダイヤニウム

コート）を便器などに塗布することに

なりましt -....。-れ1....より、 清潔で悪臭の

ないトイレ環境を子どもたちに提供できる

と考えています。

あきる野市の農作物被害に伴う獣害対策の取り組み

天野正昭がこ‘紹介いたします。

あきる野市の猿・猪・タヌキなどの有害 さらに昨年は猟友会員2名を委託職員と

鳥獣による農作物被害額は、 令和2年度で して本市に雇用 しました。

110万円以上になっています。 志清会には、議会会派の中で唯一、狩猟

これを防ぐため、本市では3項目の対策 免許を持った議員が居ます。

をもって被害の軽減を図っています。

〇 電気柵の設置や貸し出し

〇 農家などが自ら『農と生態系を守り隊』

を組織し、捕獲事業に協力

◎ 地元猟友会へ追い払いや捕獲事業の委託

シカの足跡を確認している様子
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獣害対策用の電気柵

l デマンド交通・空き家対策など行政視察を実施 ］ 

10月20日と21日に、長野県佐久市役所と 本市の状況ですが、デマンド交適は、 補正

山梨県庁を訪れデマンド交通や空き家対策 予算の獲得により今年度中に実証実験に着手

などの視察を行いました。

佐久市のデマンド交通は、市内循環バスを

廃止し、ワゴン車14台で実証実験を行い、また、

空き家対策では、空き家バンクを活用し

先駆的な移住施策に取り組んでいます。

一方、山梨県庁の空き家対策は、県 ・市町村・

民間との協働で官民連携空き家活用ビジネスを

展開しています。

する運びとなり、今後着実に市民の要望に

応えてまいります。

空き家対策は、市計画に基づき、 管理不全

の空き家対策などを行いながら、実効性の

ある対策を進めていきます。

志清会では、今後も、市民が高い関心を

寄せているデマンド交通や空き家対策に全力

で取り組んでまいります。 長野県佐久市にて

［ 古民家再生事業・移住定住政策など行政視察を実施 ］ 

11月17日と18日に、愛媛県大洲市と西予市 センターを設立し、空き家政策や移住マッチン

を訪れ、 古民家再生事業や移住定住政策など グ事業をきめ細やかに展開。また、 せいよ地

の視察を行いました。 域おこし協力隊に個人事業主タイプも導入する

大洲市は2018年に観光地域づくり法人DMO ことで移住定住で成果を上げるとともに、地

を設立 し、その活動の柱として古民家を活用 域活性化も図っています。

した宿泊施設の整備を進め、観光資源が固まっ 志清会では、重点施策である空き家対策、

ている市内を中心に、観光客を増やす取り組 観光まちづくりなどを今後も全力で取り組ん

みを行っています。 でまいります。

西予市の移住定住政策では、 移住定住交流
愛媛県西予市にて
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